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成
田
市
環
境
保
全
率
先
実
行
計
画

環
境
に
や
さ
し
い

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
づ
く
り
を
目
指
し
て

市
で
は
、
自
ら
が
率
先
し
て
環
境
保
全
に
取
り

組
む
た
め
に「
成
田
市
環
境
保
全
率
先
実
行
計
画
」

を
策
定
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
こ
の
計

画
に
基
づ
く
市
の
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

近
年
の
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大

量
廃
棄
型
の
社
会
経
済
活
動
や
生
活
様

式
は
、
環
境
へ
の
負
荷
を
増
大
さ
せ
、

自
動
車
排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
や

生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
な
ど
都

市
・
生
活
型
環
境
問
題
、
さ
ら
に
は
、

地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
酸

性
雨
な
ど
地
球
規
模
の
環
境
問
題
を
引

き
起
こ
す
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
地
球
温
暖
化
は
、
地
球
全
体

で
次
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
わ
た

し
た
ち
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
々
増
大
す
る

地
球
規
模
の
環
境
問
題

〇

海
面
水
位
の
上
昇
に
伴
う
陸
域
の
減

少
〇

豪
雨
や
干
ば
つ
な
ど
の
異
常
気
象
の

増
加

〇

生
態
系
へ
の
影
響
や
砂
漠
化
の
進
行

〇

農
業
生
産
や
水
資
源
へ
の
影
響

〇

マ
ラ
リ
ア
な
ど
熱
帯
性
感
染
症
の
発

生
数
の
増
加

こ
の
よ
う
な
環
境
問
題
を
解
決
し
て

い
く
た
め
に
は
、
今
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
事
業
活
動
を
見
直
し
、
環
境

保
全
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
、
国
際
的
に
も
全
国
的
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

環
境
保
全
に

市
が
率
先
し
て
取
り
組
む

地球温暖化とは

大気中の二酸化炭素、メタン、一酸化窒素など
の温室効果ガスの大気中濃度が増加し、これに伴
って太陽からの日射や地表面から放射する熱の一
部がバランスを超えて温室効果ガスに吸収される
ことにより、地表面の温度が上昇する現象。
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ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
市
自
ら
が
率
先

し
て
環
境
保
全
に
取
り
組
み
、
環
境
に

や
さ
し
い
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
づ
く
り
を
目

指
し
て
、「
成
田
市
環
境
保
全
率
先
実

行
計
画
」を
策
定
し
、
実
践
し
て
い
ま

す
。こ

の
計
画
は
、
本
市
す
べ
て
の
事

務
・
事
業
を
対
象
と
し
、
平
成
14
年
度

か
ら
18
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期

間
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
で
は
、
平
成
18
年
度
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
を
、
12
年
度

（
基
準
年
度
）と
比
較
し
、
２．

３
％
削

減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量

の
削
減
を
含
め
た
環
境
負
荷
低
減
の
た

温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
を

２.

３
％
削
減

め
の
取
り
組
み
項
目
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

計
画
の
実
効
性
を
高
め
効
果
的
な
推

進
を
図
る
た
め
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
で
進
行
管
理

シ
ス
テ
ム（
下
図
参
照
）の
考
え
方
を
取

り
入
れ
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

継
続
的
な
改
善
を
基
本
と
し
た
推
進
体

制
の
整
備
と
進
行
管
理
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
度
の
進
ち
ょ
く
状
況
に

つ
い
て
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

環
境
保
全
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
本
市
で
は
す
で
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
器
の
導
入
、
低
公
害
車
の
導
入
、

市
庁
舎
で
の
雨
水
の
利
用
や
庁
内
リ
サ

イ
ク
ル
な
ど
の
環
境
配
慮
行
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
意
識
調
査
な
ど
の
結
果

か
ら
も
、
昼
休
み
の
消
灯
に
よ
る
電
気

使
用
量
の
削
減
や
、
給
湯
室
・
ト
イ
レ

で
の
節
水
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
て
事

務
・
事
業
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
一
人
ひ
と
り
が
率

先
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
よ

り
、
目
標
の
達
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※
「
成
田
市
環
境
保
全
率
先
実
行
計

画
」に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
環
境
計

画
課（
1
20
‐
１
５
３
３
）へ
。

エコオフィスづくりが進む市庁舎

環境負荷低減のための取り組み項目

分　類 主な取り組み内容

省エネルギー・省
〇始業前、昼休み、残業などの時間の照明は、必要な個所のみ点灯する

資源・リサイクル
〇空調の設定温度は、適正温度（夏28度、冬20度）にする

〇近い階への移動は、エレベーターではなく階段を利用する

〇公用車の使用状況を把握し、適正配置、台数見直しを行う

〇公用車の購入、更新のときは「成田市グリーン購入基本方針」に基づき

公用車 購入するとともに、それ以外の場合も七都県市指定低公害車の中から

選択、購入する

〇エコドライブを実施する

財やサービスの
〇｢成田市グリーン購入基本方針｣に基づいた物品などを購入する

購入・使用
〇ファイル、バインダーなどの事務用品を再使用、長期使用する

〇外部印刷物には、使用した用紙の古紙配合率、白色度を表示する

公共施設の建設、
〇建設材料は、再生資材または再生できるものを使用するよう促す

維持、管理など
〇建設副産物の発生抑制、適正処理、有効利用を推進する

〇低公害型建設機械の導入、使用について協力を要請する

環境マネジメントシステム概念図 

Action

Check

Do

計画の策定 

取り組みの実践 

温室効果ガス排出量等の把握 
取り組み状況の把握 
グリーン購入状況の把握 
 

計画の見直し 
取り組みの見直し 

継続的な改善 

温室効果ガス 
総排出量等の削減 
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